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①
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﹇
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○
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石
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春
生
君
・
ぃ
赤
ぃ
燈
台
の
肖
像

神
戸
色
模
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１－－１

罰旧居留地散歩③
ＰＲＯＤＵＣＥＤＢＹＫＯＢＥＤＡｌＭＡＲＵ

｜’１１Ⅱ

■

嘗璽

ｺ ｰ ﾉ

プリンチペ神戸店
神戸市中央区西町３３ジーニアス･ ギャラリー2 Ｆ

ＴＥＬ(078)333-4036
営業時間／1 1 : 0 0 A M ～8 : 0 O P M ／水曜定休
●ジーニアス･ ギャラリーへのお問い合せは
大丸神戸店ＴＥＬ( 0 7 8 ) 3 3 1 - 8 1 2 1 まで

■

ポロﾗ ﾙ ﾌ
ﾛ ｰ ﾚ ﾝ 神戸

一圭歯一圭歯

大丸神戸店

ﾛL｣厩
圏賑菌

唖亙
i売票間

一

Ⅱ－

ブロック4７
－」

ハンティング

リスポア

一

－

峠
躍
り
，

セルンティ
1 g B 1 福戸塵

Ｎ

④
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プリンチペは､ イタリア･ フランスなど､ ヨーロッ
パを中心に､ 各国で注目されている本物
指向のﾌ ﾞ ﾗ ﾝ ドを集めた､ ワールドﾜ ｲ ドな
セレクションショップで支革製品や天然
石を使った小物など､ 自然というモチーフ亡
数多くのｱ ｲ ﾃ ﾑ を取り揃えました。この春
オープンしてから、ファッションに敏感なお
客様に､ 好評を得ている関西唯一のお店
種本物と接する喜びを感じてください。

〆

バッグ< 大> ( 牛革）・………･ …･ ……７９００００円
バッグ<小> ( 牛革）…………･…･ …･ 6 9 , 0 0 0 円
ベルト( 牛革）…………‘……………1 2 , 8 0 0 円

一
吋
一

一
溝眺i m c i p e

腕時計(トルコ石･さんご) ･ …･ ……. …5 9 , 0 0 0 円
ブレスレット<トルコ石･さんご)･………23 , 8 0 0円
ﾈ ｯ ｸ ﾚ ｽ ( 天然石）…･ ……･ ………･ ３９０００円

腕時計( シルバー）……………･ ……7 9 , 0 0 0 円
ブレスレット(シルバー)．．……………2 2 , 0 0 0円
ピアス(シルバー）……･…･……．．…･ ･１３，８００円

プリンチペ神戸店

※
表
示
価
格
に
は
、
消
費
税
は
含
ま
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。

》
〕
一
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上は“農家の応援団づくりと女性ネットワークを推進”「日本の美しいくらし」を提唱する浜美枝さんと、
｢ 神戸の農業ルネッサンス」を提唱する嘉本専務理事（フルーツフラワーパークで）

■
神
戸
市
立
フ
ル
ー
ッ
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

開
園
一
周
年
記
念

八
時
の
農
政
を
考
え
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
Ｖ

「
日
本
の
美
し
い
く
ら
し
」

講
師
に
浜
美
枝
さ
ん
を
迎
え
て

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
花
が
優
し
く
迎
え
る
〃
フ
ル
ー
ッ
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
“
の
開
園
一
周
年
の
四
月
二
十
五
日

（
月
）
、
「
時
の
農
政
を
考
え
る
」
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
催
さ
れ
約
六
百
名
が
参
加
。
第
一
部
は
、
浜
美
枝
さ
ん
を
迎
え

「
日
本
の
美
し
い
く
ら
し
」
の
感
動
的
な
基
調
講
演
。
第
二
部
は
「
生
産
者
と
消
費
者
の
共
生
の
た
め
に
」
ｌ
日
本

の
米
、
神
戸
の
米
を
考
え
る
ｌ
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
農
村
と
都
市
の
新
し
い
交
流
対
話
の
場
と
し
て

〃
フ
ル
ー
ツ
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
“
で
の
開
催
の
意
義
は
深
く
、
収
穫
期
に
次
回
を
と
の
声
が
聞
か
れ
た
。

ノ

平
成
の
コ
メ
騒
動
が
進
む
な
か
で
開

か
れ
た
〃
時
の
農
政
を
考
え
る
”
は
タ

イ
ム
リ
ー
で
、
浜
美
枝
さ
ん
の
二
十
年

間
、
日
本
の
二
千
近
い
町
や
村
を
訪
ね

た
中
か
ら
の
基
調
講
演
か
ら
エ
ッ
セ
ン

ス
を
。

☆
ド
イ
ツ
も
フ
ラ
ン
ス
も
ス
イ
ス
も
農

業
国

「
私
は
東
京
の
下
町
で
昭
和
十
八
年
に
生

ま
れ
五
十
歳
。
父
が
出
征
し
横
浜
へ
疎

開
し
た
ら
東
京
大
空
襲
。
今
の
日
本
の

繁
栄
は
大
勢
の
生
命
の
犠
牲
の
も
と
に

あ
る
と
思
い
ま
す
。
川
崎
市
の
千
軒
長

屋
の
六
畳
一
間
、
六
棟
で
水
道
を
使
う

生
活
の
中
、
親
は
死
に
物
狂
い
で
働
き
、

四
十
人
の
お
客
様
に
お
米
を
カ
マ
ド
で

炊
い
て
い
た
ご
飯
の
美
味
し
い
こ
と
！

必
ず
、
お
百
姓
さ
ん
が
大
切
に
作
っ
た

の
だ
か
ら
一
粒
も
残
さ
ず
に
食
べ
、
牛

乳
も
一
滴
も
残
さ
ず
に
と
育
て
ら
れ
ま

し
た
。女

優
業
の
か
た
わ
ら
、
柳
宗
悦
の
「
日

本
の
国
を
美
の
国
に
し
よ
う
よ
」
と
い

う
本
で
農
村
を
知
り
、
農
村
程
人
間
ら

し
い
生
活
は
な
い
と
い
う
民
芸
運
動
に

触
発
さ
れ
、
日
本
の
町
や
村
を
二
十
年

間
二
千
近
く
廻
り
、
日
本
を
支
え
、
日

本
人
の
命
を
支
え
た
素
晴
ら
し
い
農
家

が
、
壊
さ
れ
た
り
、
後
継
ぎ
が
い
な
い

で
は
困
り
ま
す
。

私
は
今
、
質
実
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
小

さ
な
町
や
村
の
美
し
い
暮
し
を
学
ぶ
べ

き
で
、
都
市
の
人
々
を
田
舎
の
民
泊
で

五
、
六
千
で
泊
め
、
農
家
の
く
ら
し
を

や
っ
て
み
る
休
暇
村
づ
く
り
が
進
ん
で

い
ま
す
。
農
家
の
歳
時
記
を
学
び
、
作

物
を
知
り
、
自
給
自
足
の
日
本
の
米
作

り
に
よ
っ
て
、
農
村
農
家
に
命
を
託
す

こ
と
が
、
二
十
一
世
紀
の
子
ど
も
達
の

幸
せ
に
つ
な
が
る
と
思
う
の
で
す
。
」
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ご星

／

日
本
人
は
今
〃
飢
え
不
感
症
″

二
十
一
世
紀
は
よ
り
豊
か
な
生
存
の
時
代
へ

上
羽
慶
市
（
神
戸
新
聞
論
説
委
員
）
コ
ー
デ
ィ
な
ど
を
考
え
神
戸
の
米
を
皆
さ
ん
に
」

ネ
イ
タ
ー

小
野
豊
子
（
消
費
者
生
活
相
談
員
）

「
昨
年
の
冷
夏
に
よ
る
米
不
作
。
外
米
緊
「
お
米
に
無
関
心
で
バ
チ
が
当
た
っ
た
。

急
輸
入
に
よ
る
国
産
米
の
高
騰
。
三
月
こ
れ
か
ら
は
農
家
の
人
と
仲
良
く
や
り

の
米
騒
動
。
ウ
ル
グ
ァ
イ
ラ
ウ
ン
ド
の
た
い
」

調
印
は
農
業
史
に
残
る
。
一
九
四
二
年
渡
部
忠
世
（
京
大
名
誉
教
授
・
農
学
博
士
）

の
食
管
法
の
空
洞
化
と
、
生
産
者
の
減
「
人
口
が
今
地
球
に
五
十
五
億
、
二
十
一

反
、
保
護
と
規
制
を
考
え
直
す
と
き
」
世
紀
は
七
十
五
億
、
二
十
一
世
紀
中
頃

東
浦
功
農
業
経
営
・
神
戸
市
北
農
業
委
員
は
百
億
。
世
界
の
農
耕
地
が
減
り
、
環

会
会
長
）
境
破
壊
が
進
む
が
、
日
本
は
飢
え
に
不

「
こ
れ
か
ら
は
、
神
戸
市
の
各
分
野
の
感
症
。
日
本
文
化
の
基
盤
は
農
耕
文
化
。

人
々
が
集
ま
っ
て
、
生
産
者
と
流
通
者
農
業
の
理
念
と
哲
学
で
国
民
の
合
意
を

の
顔
の
見
え
る
米
作
り
を
。
米
の
高
騰
得
て
自
給
自
足
を
」

と
農
家
が
無
関
係
な
の
は
お
か
し
い
。
林
郁
（
武
庫
川
女
子
大
家
政
学
部
教
授
）

神
戸
市
は
野
菜
を
契
約
栽
培
し
て
い
る
。
「
国
民
が
米
の
正
し
い
情
報
を
持
っ
て
い

米
の
国
際
化
時
代
に
①
安
い
コ
ス
ト
生
な
か
っ
た
。
生
産
と
消
費
が
近
い
の
が

産
。
担
い
手
づ
く
り
②
乾
燥
施
設
づ
く
安
全
。
フ
ル
ー
ッ
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
で
週

り
で
大
農
業
化
③
作
業
工
程
の
簡
素
化
一
回
交
流
会
を
開
い
て
ほ
し
い
。
町
（
デ

④
安
全
な
有
機
質
農
業
⑤
品
種
改
善
の
サ
）
村
（
コ
サ
）
が
交
流
す
る
デ
サ
コ
サ
の

美
味
し
い
米
⑥
モ
ミ
貯
蔵
⑦
低
温
倉
庫
場
に
フ
ル
ー
ッ
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
を
」

巡
戸

画

●
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

おかげさまで
－周年を迎えました

自然のやさしさが、都市と鰻村のかけ橘です。

蕊j灘！ 灘

開園時間
入場料金
駐車場

し

< 写真上＞パネルディスカッ
ション風景。＜写真右＞パネ
ラーの皆さんと浜美枝さん、
小川卓海神戸市助役。

’
四一墨！

〒6 5 1 - 1 5 神戸市北区大沢町字西谷２１５０
ＴＥＬＯ７８(954)1000ＦＡＸＯ７８(954)1023
、

Ｉ

午前９時～午後５時（年中無休）
大人5 0 0 円小人2 5 0 円
普通車5 0 0 円マイクロバス1 0 0 0 円
バス2 0 0 0 円二輪車2 0 0 円（1 5 0 0 台収容）
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／ 、

Ｊ画 ､

伊

ク
レ
ー
ム
エ
ク
ス
フ
ォ
リ
ア
ン
ト
釦
肥
￥
５
５
０
０

シ
ュ
ブ
リ
リ
ス
ト
Ａ
・
Ｒ
。
Ｔ
・
卵
、
￥
１
５
０
０
０

ポ
デ
ィ
フ
ァ
ｉ
ム
Ａ
・
Ｒ
・
丁
・
加
城
￥
８
０
０
０

ジ
エ
ル
、
エ
ク
ス
フ
ォ
リ
ア
ン
コ
ー
ル

剛
他
￥
６
０
０
０

『 詞新
発
売
の
ご
案
内

＆ｩ多z堵＠鯉島国

G U E R L A l N‘
､ARIS

４
／
鯛
に
エ
ポ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ラ
イ
ン
か
ら
４
品
目
込
み
、
肌
を
や
わ
ら
か
く
な
め
ら
か
に
し
ま
す
。

が
、
新
発
売
さ
れ
ま
す
。

●
ボ
デ
ィ
フ
ァ
ー
ム
Ａ
・
Ｒ
・
Ｔ
・
川
帆
￥
８
０
０
０

ゲ
ラ
ン
は
今
、
肌
の
老
化
と
の
戦
い
の
最
前
線
に
ボ
デ
ィ
老
化
防
止
の
た
め
特
別
に
開
発
さ
れ
た
も

立
っ
て
い
ま
す
。
エ
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ラ
イ
ン
の
製
の
で
、
弾
力
性
の
衰
え
を
予
防
し
、
肌
の
コ
ン
デ
ィ

品
は
、
肌
の
老
化
防
止
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
、
シ
ョ
ン
が
整
い
き
め
細
か
な
弾
力
の
あ
る
肌
に
仕

ゲ
ラ
ン
の
名
を
確
立
し
ま
し
た
。
過
去
数
年
に
わ
た
上
が
り
ま
す
。

っ
て
、
フ
リ
ー
ラ
ジ
カ
ル
に
よ
る
肌
の
老
化
を
予
防

す
る
最
先
端
の
研
究
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ゲ
ラ
ン
●
ク
レ
ー
ム
エ
ク
ス
フ
ォ
リ
ア
ン
ト
印
祁
￥
５
５

研
究
所
は
、
最
新
の
科
学
成
果
を
取
り
入
れ
、
新
製
０
０

品
の
開
発
に
成
功
し
ま
し
た
。
軽
く
ソ
フ
ト
な
粒
子
を
含
ん
だ
わ
ず
か
に
泡
立
つ

ク
レ
ー
ム
で
す
。
お
肌
の
汚
れ
を
落
と
し
、
な
め

工
ボ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ラ
イ
ン
は
、
フ
リ
ー
ラ
ジ
カ
ル
ら
か
な
キ
メ
の
整
っ
た
お
肌
に
仕
上
が
り
、
ど
ん

（
遊
離
基
）
に
よ
る
肌
の
老
化
の
問
題
に
い
ち
早
く
取
な
敏
感
肌
の
方
で
も
ご
使
用
い
た
だ
け
ま
す
。

り
組
み
、
こ
の
分
野
の
ス
キ
ン
ケ
ア
製
品
の
先
駆
者

と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
ス
キ
ン
ケ
ア
ラ
イ
ン
で
す
。
●
ジ
ェ
ル
エ
ク
ス
フ
ォ
リ
ア
ン
コ
ー
ル
剛
、
￥
６

そ
の
中
で
も
、
シ
ュ
ブ
リ
リ
フ
ト
Ａ
・
Ｒ
・
Ｔ
・
（
美
容
毛
穴
を
ふ
さ
ぎ
、
肌
荒
れ
や
く
す
み
の
原
因
と
な

液
）
と
ボ
デ
ィ
フ
ァ
ー
ム
Ａ
・
Ｒ
・
Ｔ
．
（
ボ
デ
ィ
ト
リ
る
角
質
や
汚
れ
を
取
り
除
き
、
肌
の
毛
細
血
管
の

Ｉ
ト
メ
ン
ト
）
は
フ
リ
ー
ラ
ジ
カ
ル
に
よ
る
肌
の
老
血
液
循
環
を
促
進
し
、
不
純
物
を
取
り
除
き
、
肌

化
防
止
に
加
え
、
組
織
を
引
き
締
め
る
フ
ァ
ー
ミ
ン
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
整
え
ま
す
。

グ
効
果
を
併
せ
も
つ
、
画
期
的
な
新
製
品
で
す
。

サ
ン
プ
ル
ご
希
望
の
方
は
、
お
電
話
で
お
申
し
込

フ
エ
ィ
ス
用

み
下
さ
い

シ
ュ
ブ
リ
リ
フ
ト
Ａ
・
Ｒ
．
Ｔ
・

エ
ス
テ
テ
ィ
ソ
ク
の
資
料
を
ご
希
望
の
方
は
お
電

。
…
…
・
・
フ
ェ
イ
ス
ラ
イ
ン
を
再
構
成
す
る
美
容
液
話
、
も
し
く
は
、
お
ハ
ガ
キ
で
お
申
し
込
み
下
さ
い

ク
レ
ー
ム
エ
ク
ス
フ
ォ
リ
ア
ン
ト

…
…
…
フ
ェ
イ
ス
用
ス
ク
ラ
ブ
ク
リ
ー
ム

ポ
デ
ィ
用

ボ
デ
ィ
フ
ァ
ー
ム
Ａ
・
Ｒ
・
Ｔ
．

…
…
…
ポ
デ
ィ
シ
ェ
イ
プ
を
再
構
成
す
る
ジ
ェ
ル

ジ
ェ
ル
エ
ク
ス
フ
ォ
リ
ア
ン
コ
ー
ル

店
詞
Ｆ
Ⅱ

胴
拝
銅
内
声
氾

…
…
…
ボ
デ
ィ
用
ス
ク
ラ
ブ
ク
リ
ー
ム

揃
恥
》
》
田
岬
》

●
シ
ュ
ブ
リ
リ
ス
ト
Ａ
・
Ｒ
．
Ｔ
・
釦
皿
￥
１
５
０
０
０

超
微
粒
子
の
美
容
液
は
、
一
つ
一
つ
の
成
分
が
肌

に
浸
透
し
や
す
く
効
果
が
す
ぐ
に
現
わ
れ
ま
す
。

ジ
ェ
ル
の
よ
う
に
心
地
よ
い
冷
た
さ
で
ク
リ
ー
ム

の
よ
う
に
な
め
ら
か
な
こ
の
セ
ラ
ム
は
肌
に
溶
け

ホテルオークラ神戸店
の

、

エレカ. ントタイム>ｌｕｌｉ１ｌＩｉ鼎
ｉｕｊｔ§曇一、離
裟叩
辿議幻

■
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Ｇ

カ
メ
ラ
／
米
蹟
定
蔵
池
田
年
夫
松
原
卓
也
森
田
篤
志
森
田
純
三
米
田
英
男

表
紙
／
故
小
磯
良
平
シ
リ
！
ズ
「
ス
ペ
イ
ン
の
女
」
（
兵
庫
県
立
近
代
美
術
館
所
蔵
）

セ
カ
ン
ド
カ
パ
ｉ
／
西
村
功
「
ジ
ー
ニ
ア
ス
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」

目
次
／
福
井
恵
子

Ⅱ
神
戸
っ
子
叫
／
樋
上
公
実
子
・
八
木
祥
介

Ｍ
あ
る
架
い
／
マ
ミ
フ
ラ
ワ
ー
デ
ザ
イ
ン
ス
ク
ー
ル
神
戸
・
関
西
新
制
作

Ⅳ
コ
ウ
ベ
ス
ナ
ッ
プ

加
美
の
扉
②
／
榎
本
靖
子

加
神
戸
色
模
様
③
／
石
阪
春
生

訓
私
の
意
見
／
「
心
踊
ら
せ
第
塑
回
神
戸
ま
つ
り
『
緑
と
海
そ
し
て
愛
逗
杉
山
力
子

調
ポ
エ
ム
・
ド
・
コ
ウ
ベ
／
「
小
さ
な
実
」
安
水
稔
和
絵
・
石
阪
春
生

調
赤
尾
兜
子
百
句
よ
り
／
赤
尾
恵
以

詑
私
と
神
戸
「
神
戸
わ
が
母
」
／
藤
本
義
一

調
地
域
文
化
鏑
「
暑
い
時
こ
そ
長
袖
を
着
る
人
々
」
／
田
辺
興
人

⑩
タ
カ
ラ
ヅ
カ
帥
周
年
／
田
辺
聖
子
脂
榛
名
由
梨

柘
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
イ
ク
・
神
戸
っ
子
ひ
ろ
ば

杷
随
想
／
神
戸
に
思
う
「
“
ヨ
ソ
モ
ン
か
ら
ホ
ン
者
へ
」
中
西
康
子

印
“
神
戸
ま
つ
り

弱
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
座
談
会
／
「
神
戸
に
子
供
博
物
館
を
」

三
木
美
裕
・
並
川
明
子
・
竹
田
以
和
生
・
叶
健
治

舵
ひ
ょ
う
ご
ウ
ォ
ー
ク
「
第
妬
回
全
国
植
樹
祭
」
／
高
橋
孟

刷
但
馬
・
理
想
の
都
の
祭
典
「
ほ
た
る
の
里
を
訪
ね
て
」

師
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ポ
ッ
ト

閲
神
戸
の
お
嬉
さ
ん
／
太
田
晴
子
・
岩
田
捜

泥
但
馬
・
理
想
の
都
の
祭
典
イ
ベ
ン
ト
ガ
イ
ド

肥
創
刊
調
周
年
記
念
神
戸
っ
子
ま
つ
り

引
晒
井
一
成
の
ズ
ー
ム
・
ｌ
Ｎ
・
Ｚ
Ｏ
Ｏ

別
ふ
た
た
び
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
Ｐ
の
研
究
室
／
岡
田
淳

卵
Ｊ
Ｃ
Ｉ
世
界
会
議
神
戸
大
会
を
成
功
さ
せ
よ
う
Ｉ
③

明
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
片
手
に
ブ
ラ
ジ
ル
一
人
歩
き
〈
柏
〉
／
右
近
雅
夫

伽
有
馬
歳
時
記
「
有
馬
温
泉
青
年
部
総
会
」

Ⅷ
神
戸
を
福
祉
の
街
に
／
『
『
こ
う
べ
市
民
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
』
が
三
宮
に
完
成
」
橋
本
明

川
モ
ダ
ン
カ
ル
チ
ャ
ー

鵬
シ
ネ
マ
試
写
室
／
「
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
」
淀
川
長
治

川
神
戸
百
店
会
だ
よ
り

Ⅲ
ポ
ケ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル

畑
ぴ
っ
と
い
ん

Ⅲ
る
ぽ
・
え
つ
せ
い
神
戸
⑳
／
「
神
戸
と
音
楽
」
河
内
厚
郎
カ
メ
ラ
・
池
田
年
夫

伽
第
旧
回
神
戸
文
学
賞
受
賞
作
⑤
／
「
駆
け
落
ち
」
楽
ミ
ュ
ウ
絵
・
田
中
徳
喜

晒
神
戸
っ
子
倶
楽
部
会
員
情
報

Ⅷ
北
野
マ
ッ
プ

血
海
・
船
・
港
／
「
神
戸
マ
リ
ン
ル
ー
ト
ー
海
上
ア
ク
セ
ス
」
カ
メ
ラ
・
米
田
英
男

Ⅲ
墨
い
る
で
つ
づ
る
恋
歌
・
源
氏
物
嬬
⑭
／
「
漂
標
」
国
広
節
夫
・
国
広
富
美
子

鵬
嘉
納
千
紗
子
の
〈
宇
宙
〉
５
／
遊

こ
れ
は
神
戸
を
愛
す
る
人
々
の
雑
誌
で
す
。

あ
な
た
の
く
ら
し
に
楽
し
い
夢
を
お
く
る

神
戸
を
訪
れ
る
人
に
は
や
さ
し
い
道
し
る
べ

こ
れ
は
神
戸
っ
子
の
心
の
手
帖
で
す
。

５
月
号
目
次
●
１
９
９
４
‐
３
９
７

凸
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／

凸

、

ＫＯＢＥバンティアン・コンサート

足立輝代リサイタル
にほんの歌、にほんのこころを歌う

足立輝代：ソプラノ足古りか：ピアノ
〈予定曲目〉

からたちの花・さくら貝の歌・宵待草・荒城の月
浜辺の歌・榔子の実・城ケ島の雨・他

◆６月２５日（±）７時
◆神戸朝日ホール（旧朝日会館）
◆￥3 , 0 0 0
◇チケットのお求めは
チケットぴあ。チケットセゾン
さんちかプレイガイドへ

＝当公演は、小学生未満のお子様の入場をお断りしています。

鍾膨？
●お問い合わせは
民音神戸サービスセンター

〒6 5 1 神戸市中央区御幸通り８－１－６神戸国際会館3 Ｆ
ＴＥＬ(078)251-7447ＦＡＸ(078)251-7144

、 ／

ノ ｜｜、

開館1 0 周年記念特別展 ４月１７日旧) ～６月2 6 日( 日）

アートが奏でるイマジネーションの世界

光 のファンタジー
Ｉ光の本当の魅力、「美しさ」を
曇/炉アートとして表現すれば、ひろ

翻意議妻：
プラネタリウム春の番Ｉ

譜の英雄へルクレス

回 １ ２
平日 １０：００ １１：２０
日・祝日 １０：２０ １１：釦

古代ギリシャの人々は、自ら
が創造した神々や英雄の姿を夜
空に姉く星々のならびに見出し
ました。番組では、ギリシャ神
話に登場する人物の中でも英雄
として誉れ高いヘルクレスの物
語を中心に星座の歴史と春の星
座をお楽しみいただきます。

Ｓ ４ ５ ｅ
１３：００ １４：２０ １５：３０
１２：４０ １３：５０ １５：００ １６：１０

毎禰ｰ

【仁 呂

■ 霊譜羅需這
画6 ｂＯ神戸市中央灰港員中町7 丁目7 - 6
( ポートライナー南公園訳下車徒歩３分）

冠(078)302-5177

、
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(左）
￥８．９００

三宮ＭＡＣ
セーター

ｊ鋒

,Ｉ ㎡ ご
自
宅
の
前
に
て
。

Ｍ
Ａ
Ｃ
の
お
客
様
前
田
和
穂
、
美
智
子
ご
夫
妻

２J．

'１ジャンパー￥1 ６，０００

｡

劇
～

2２００００
１９．０００
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！
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本店
神戸市中央反二宮町3 - 1 - 8
T E L O 7 8 - 3 3 1 - 1 6 9 5

●レディス●
本店

さんプラザ店
センター街店
さんちか店
Ｐ-4ショップ
●メンズ●

メンズセリザワ

ＫＯＢＥ･ ＯＳＡＫＡ･ ＴＯＫＹＯ
ＫＹＯＴＯ･ＨＩＭＥＪＩ･ＧｌＦＵ

K ＯＢＥ

Ｓ
Ｕ
Ｍ

セリザワカード

〃
Ｓｅ｢ lＺａＷａ

■

スｏ

お酒落のための特典いろいろ。
1枚のカードから。
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向
を
こ

罰
調
心
強
‐
９
．
喝
評
『

”
卜
諏 心

躍
ら
せ

第
刈
回
神
戸
ま
つ
り

「
緑
と
海
そ
し
て
愛
」

杉
山
力
子

八
神
戸
ま
つ
り
実
行
委
員
会
委
員
長
Ｖ

口
私
の
意
見

一
一
月
か
ら
は
じ
ま
っ
た
実
行
委
員
会
、
運
営
委
員
会
、

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会
等
々
、
ま
つ
り
の
準
備
、

わ
せ
の
会
議
も
回
を
重
ね
る
度
に
意
見
交
換
も
熱
を
帯
び

の
先
生
方
や
、
ま
つ
り
担
当
事
務
局
の
方
た
ち
の
神
戸
ま

対
す
る
並
並
な
ら
ぬ
情
熱
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

今
年
も
「
緑
と
海
そ
し
て
愛
」
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
の
も

年
の
ア
ー
バ
ン
リ
ゾ
ー
ト
フ
ェ
ア
神
戸
塊
の
趣
旨
を
行
事

活
か
し
な
が
ら
「
参
加
し
て
楽
し
い
、
見
て
楽
し
い
」
の

充
実
さ
せ
る
と
共
に
、
若
い
人
た
ち
の
参
加
を
は
か
る
な

り
幅
広
い
層
の
み
な
さ
ん
が
参
加
し
、
楽
し
め
る
お
ま
つ

ざ
し
て
い
き
ま
す
。

婦
人
会
員
一
、
○
○
○
名
の
総
お
ど
り
、
カ
ラ
フ
ル
な

す
っ
か
り
神
戸
の
名
物
と
な
っ
て
い
る
サ
ン
バ
チ
ー
ム
な

レ
ー
ド
は
賑
や
か
に
。
郷
土
の
伝
承
芸
能
な
ど
を
紹
介
す

台
は
華
や
か
に
。
そ
し
て
市
内
各
区
で
は
そ
れ
ぞ
れ
に
趣

ら
し
た
多
彩
な
催
し
が
行
な
わ
れ
、
心
躍
る
ひ
と
と
き
を

こ
と
が
で
き
る
も
の
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ま
方
を
は
じ
め
、
多
く
の
方

協
力
、
ご
指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
「
神
戸
ま
つ
り
」
が

て
い
き
ま
す
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

温
か
い
ご
支
援
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す

そ
の
神
戸
ま
つ
り
の
第
一
回
か
ら
指
揮
し
て
こ
ら
れ
た
才
能
豊

か
な
前
委
員
長
、
妹
尾
美
智
子
先
生
の
あ
と
を
受
け
る
こ
と
に
な

り
新
米
の
私
は
、
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
「
ま
つ
り
」
を
体
験
中
で

す
。 が

知
ら
れ
て
い
る
、
と
て
も
す
て
き
な
〃
お
ま
つ
り
″
と

い
ま
す
。

さ
わ
や
か
な
風
が
街
路
樹
の
若
葉
を
そ
っ
と
ゆ
す
り
な

私
た
ち
に
初
夏
の
訪
れ
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
五
月
、
こ
の

神
戸
に
住
む
入
み
ん
な
が
心
待
ち
に
し
て
い
る
市
民
の
お

「
神
戸
ま
つ
り
」
の
季
節
で
す
。

市
民
の
み
な
さ
ん
が
参
加
し
、
創
り
、
そ
し
て
育
て
て

戸
ま
つ
り
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
神
戸
に
ふ
さ
わ
し
い

ク
な
ま
つ
り
と
し
て
、
国
内
は
も
と
よ
り
広
く
海
外
に
も

１
３１
１

▲

､ ］ す
０

過
ご
す

ど
、
よ

衣
裳
で

る
花
舞

鹿
」
、
。
ハ

り
を
め

要
素
を

々
の
ご

発
展
し

委
員

つ
り
に

と
、
昨

の
中
‐
に

メ
イ
ン

う
ち
あ

き
た
神

ユ
ニ
ー

そ
の
名

な
っ
て

ま五が
っ月ら
りは、
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凸

美しい歯並び1 は、
お口の健康の大切なキーポイント

当院は、歯科矯正の専門医院です。
歯並びが悪いと､ 1 1 元の美感を損なうだけでなく、
虫歯や歯ぐきの病気にかかりやすくなったり、頭
茄、肩こり、胃弱をひきおこす原因となることも
あります。矯正浩療は小中学生の頃に行うことが
多いのですが、大人になってからでも浩療は充分
, i ' J 能です。噛み合わせの・部分を治すだけでも、
大変良い結果が得られる事が多々あります。これ
らのことが気になる方は、是非- . 度ご相談ドさい。

今診療時間
午前1 0時～1 2時3 0 分
午後Ｚ時～６時3 0 分

今休診日
木曜・日曜・祝祭日

TEL･ 0 7 8 - 3 3 2 - 5 7 3 5
謹鶏

神戸市中央区北是狭通1 . - 2 . . 2 エピスピル8 Ｆ
〒6 5 0 （阪急三宮駅束｣ 1 北側出I I 向い）

吉田矯正歯科クリニック旨
今育成医縦指定俣鵡幾関

○
ＳＡＭＯＴＯＣＬｌＮＩＣ

因 本
閏 科

/:r1といつし｡<虐令

＃

しゆうへい

赤ちゃん:萩野周平<ん(平成5年'２月5日生まれ）
ママ: 直子さん

「元気で健やかに育ってほしい〃」

☆佐本産科・婦人科☆
佐本学

神戸市兵庫区中道通４－１－１５
画078-575-1024(病室恋078-576－9639）

市バス上沢４停南スグ
●駐車場完備●

3２
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小
さ
な
実

’
3３
１

安
水
稔
和

絵
／
石
阪
春
生

ロ
ポ
エ
ム
・
ド
・
コ
ウ
ベ
八
５
月
Ｖ

弾
む
よ
う
に
群
が
り
飛
ん
で
き
て
茂
み
に
突
っ
こ
み
。

鳴
き
交
わ
し
追
い
掛
け
ま
わ
し
取
っ
組
み
あ
い
ひ
と

し
き
り
騒
ぎ
た
て
て
。
い
ち
抜
け
た
。
つ
づ
い
て
抜

け
た
に
い
抜
け
た
。
あ
っ
と
い
う
ま
に
ひ
や
く
抜
け

た
。
遠
く
の
空
を
弧
を
え
が
い
て
弾
む
よ
う
に
群
が

り
飛
ん
で
い
く
。
胃
の
な
か
に
小
さ
な
赤
い
実
い
っ

ぱ
い
詰
め
こ
ん
で
。
揺
れ
や
ま
ぬ
茂
み
の
そ
と
に
小

さ
な
光
る
実
ふ
た
つ
み
つ
。
こ
ぼ
れ
て
。

（
『
風
を
結
ぶ
』
所
収
）

閏
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１
３４
１

▲

数
々
の
も
の
に
離
れ
て
額
の
花

は
な
だ

初
が
す
み
う
し
ろ
は
灘
の
標
色

め
く
せ
ぱ

胸
の
間
や
か
げ
る
ふ
の
始
消
ゆ

硝
子
器
の
白
魚
水
は
過
ぎ
ゆ
け
り

蝶
死
者
の
直
前
葡
萄
透
き
と
お
る

空
井
戸
あ
り
繍
帯
の
鶏
水
色
に

ゆ
め
二
つ
全
く
違
ふ
蕗
の
た
う

霧
の
山
中
巣
飛
の
烏
と
な
り
ゆ
く
も

戦
後
わ
が
国
が
焦
土
と
果
し
、
人
々
は
住
居
は
も

と
よ
り
食
べ
る
も
の
も
着
る
も
の
も
皆
失
っ
た
時
代

が
あ
る
。
若
者
達
は
精
神
的
に
何
か
に
槌
る
焦
点
を

熱
烈
に
求
め
た
。
そ
の
焦
点
の
一
つ
に
焼
け
野
が
原

や
鉄
骨
の
景
か
ら
生
ま
れ
た
前
衛
俳
句
が
あ
っ
た
。

当
時
鬼
才
作
家
と
も
言
わ
れ
た
赤
尾
兜
子
の
出
現
に

全
国
の
若
者
は
兜
子
の
も
と
に
集
合
し
た
。
兜
子
は

次
第
に
円
熟
し
た
期
を
迎
え
な
が
ら
昭
和
五
十
六
年

に
天
折
し
た
。
本
年
は
十
三
年
目
を
迎
え
、
そ
の
記

念
に
生
前
泥
懇
だ
っ
た
作
家
。
詩
人
・
歌
人
。
俳
人

・
画
家
約
一
○
○
名
が
、
縦
横
に
鑑
賞
執
筆
し
て
頂

い
た
文
を
集
録
し
た
一
巻
を
上
梓
す
る
こ
と
が
出
来

た
。
一
巻
中
か
ら
抜
粋
し
た
代
表
句
の
数
々
を
掲
載

さ
せ
て
戴
い
た
。

『
赤
尾
兜
子
鑑
賞
百
句
』

に
つ
い
て

赤
尾
恵
以

絵
／
津
高
和
一

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



’

省
壌＞
弾⑫

県罫。’耳
嘩。Ｉ玉ｃ－嘩<早
奄′~ＩＣＩ躯裂塁五一ｆｑ平馴
蝉耳羊ｑｚ割壁⑦窒喜晦塑聞椴判羊覗
くギ罫皐王Ｃｌ毒⑦雷一区⑦⑦藷ｑ琴雌阜
畢唇′~ｌ⑦<ギ謡宇阜平爵鞠靭▽ｎ部盈厚１弾
蓑号ユ罫朋卑藤卑渠桑＞，亡⑦ユ１コｌ⑦繁
晶昇工日切。ｉ唇喜日⑫′~ｌ＞|ｚ界罰､ＥＩ
新骨営半呈叫中寺呈⑦′~ｌ黙型瞥母曾９
噸慰霊平渠聖璽？〉誹召ｃ‐認冒目米一FＬ
曾～ＩＴＩ卿ヨ室勲王９日誤認。Ｉ蜂′LIZ、〃ｃ
Ｌ’１星判遥⑦。’畔認くＱ４制唇′しド<¥剥くギ剛Ｃ１
．１曾？。Ｉ車丁叫型。Ｉ⑦認〉．邸耳ｌＴ１Ｔ
剥く早莫笥朗⑦嘩里中毒素軍記ｑ●⑦謡
幕耶茎。蝋圭嘩￥ｑ'千ｋ昼阜燕普弓漉茎

１
９８
１

魚

ｑ
才
『
四
旦
士
踊
雪
宰
葛
霧
匡

1J品

夢
蕪

町

呂塁

神戸
っ子

アー
カイ

ブ

htt
p:/

/k
ob
e-k

ob
ec
co
.co

m

神戸
っ子

アー
カイ

ブ

htt
p:/

/k
ob
e-k

ob
ec
co
.co

m

神戸
っ子

アー
カイ

ブ

htt
p:/

/k
ob
e-k

ob
ec
co
.co

m

神戸
っ子

アー
カイ

ブ

htt
p:/

/k
ob
e-k

ob
ec
co
.co

m



を
探
し
て
門
を
叩
い
た
。
い
ま
も
当
時
の
ま
ま
の
和
室
十

二
畳
の
客
間
で
、
七
’
八
人
が
原
稿
を
持
ち
寄
り
、
先
生

の
批
評
を
受
け
た
。
会
費
は
不
要
で
、
お
茶
と
お
菓
子
が

出
た
。
キ
ミ
夫
人
が
お
も
て
な
し
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
。

こ
の
集
ま
り
は
毎
月
一
回
、
日
曜
の
午
後
に
開
か
れ
た
。

そ
の
頃
、
私
は
、
い
ま
の
ラ
ジ
オ
関
西
に
近
い
若
宮
小

学
校
の
な
か
に
あ
っ
た
パ
ル
モ
ア
英
学
院
の
夜
学
部
へ
通

っ
た
。
英
語
は
も
の
に
出
来
な
か
っ
た
が
、
得
が
た
い
友

を
得
た
。
詩
人
の
伊
勢
田
史
郎
ぐ
ん
と
各
務
豊
和
く
ん
で

あ
る
・
伊
勢
田
く
ん
は
授
業
中
に
席
を
立
ち
、
講
義
を
し
て

い
る
先
生
を
前
に
し
て
「
先
生
の
授
業
に
は
満
足
で
き
ま

せ
ん
。
や
め
て
く
だ
さ
い
」
と
ボ
イ
コ
ッ
ト
を
宣
言
し
た
ツ

ワ
モ
ノ
だ
。
女
性
の
ク
ラ
ス
メ
ー
ト
数
人
を
加
え
、
父
に
カ

ネ
を
出
し
て
も
ら
い
謄
写
版
を
買
い
込
ん
で
、
わ
が
家
で

数
人
が
手
づ
く
り
で
同
人
詩
誌
『
ゆ
り
か
ご
」
を
出
し
た
。

こ
れ
は
一
一
’
三
号
で
終
わ
り
、
伊
勢
田
く
ん
は
抜
け
て

『
ク
ラ
ル
テ
』
へ
移
り
、
代
わ
り
に
竹
中
先
生
宅
へ
行
っ

て
た
大
江
昭
三
さ
ん
、
海
尻
巌
さ
ん
な
ど
全
員
に
、
内
田

豊
清
さ
ん
、
織
田
喜
久
子
さ
ん
、
玉
本
格
さ
ん
な
ど
が
加

わ
っ
て
『
航
海
表
』
が
創
刊
さ
れ
る
。
竹
中
先
生
は
毎
号

の
合
評
会
に
謝
礼
な
し
ど
こ
ろ
か
茶
菓
費
を
払
わ
れ
た
。

数
年
の
ち
杉
山
平
一
さ
ん
、
小
林
武
雄
さ
ん
が
先
生
と
し

私
に
は
母
が
ふ
た
り
い
る
。
ど
ち
ら
も
私
を
生
ん
で
く

れ
た
。
う
ち
ひ
と
り
に
は
人
格
が
な
い
。
神
戸
の
街
が
、

私
に
と
っ
て
は
ふ
る
さ
と
い
う
よ
り
母
の
よ
う
に
思
え
る

な

の
だ
。
母
の
ひ
と
り
は
す
で
に
亡
い
が
、
神
戸
は
ま
い
も

私
に
暖
か
い
。

三
十
八
年
こ
の
街
に
い
た
。
う
ち
二
年
は
こ
こ
を
離
れ

に
ゆ
う
た
ぱ
ろ

て
九
州
の
各
地
で
無
線
の
隼
電
鍵
を
叩
い
て
い
た
。
新
田
原

の
特
攻
隊
基
地
や
、
西
部
軍
司
令
部
の
地
下
通
信
所
な
ど

に
い
て
、
敗
戦
で
帰
郷
と
な
り
、
無
蓋
貨
車
の
石
炭
の
山

の
上
に
乗
り
三
日
が
か
り
で
神
戸
へ
着
い
た
。
と
こ
ろ

は
ば

が
、
山
と
海
に
挟
ま
れ
て
幅
の
な
い
一
の
谷
か
ら
須
磨
の

市
内
に
入
っ
て
く
る
と
、
こ
こ
か
ら
兵
庫
の
駅
ま
で
は
焼

野
原
、
ま
と
も
な
家
な
ど
数
え
る
ほ
ど
で
、
松
本
通
二
丁

目
の
わ
が
家
は
す
で
に
な
い
と
諦
め
た
。
と
こ
ろ
が
、
三

さ
か

丁
目
と
の
通
り
を
境
に
一
一
丁
目
は
残
っ
て
い
た
。
家
が
焼

け
落
ち
て
い
た
ら
、
こ
こ
に
住
み
つ
づ
け
ら
れ
た
ど
う

か
、
わ
か
ら
な
い
。
こ
の
家
は
い
ま
も
妹
が
生
活
し
て
お

り
、
帰
神
す
る
と
こ
こ
に
泊
ま
る
。

敗
戦
の
翌
年
、
冬
は
寒
か
っ
た
。
新
聞
の
『
会
と
催

し
』
柵
に
こ
ん
な
呼
び
か
け
が
あ
っ
た
。
「
詩
の
合
評
会
。

木
炭
三
個
持
参
、
場
所
。
須
磨
区
離
宮
前
町
七
七
竹
中

郁
」
Ｉ
私
は
そ
の
日
、
山
陽
電
車
月
見
山
駅
か
ら
お
宅

藤
本
義
一

口
随
想
口
私
と
神
戸

神
戸
わ
が
母

八
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・
洋
酒
研
究
家
Ｖ

争

蕊騨轄謹鵠騨露蕊議蕊蒋鮮撰鐸蝿鍵盤蝉零M …起竪鯉’ォ
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が
、
昭
和
三
十
九
年
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
に
大
阪

本
社
か
ら
東
京
支
社
へ
転
勤
し
て
以
来
、
横
浜
に
住
ん
で

い
る
。実

は
七
年
ま
え
の
定
年
で
、
神
戸
へ
帰
る
つ
も
り
だ
っ

た
。
仲
間
の
溜
り
場
を
と
考
え
て
、
先
年
亡
く
な
ら
れ
た

新
光
商
会
の
麻
生
一
郎
さ
ん
お
口
荊
き
で
、
阪
急
三
宮
駅

西
口
か
ら
二
十
研
ほ
ど
の
と
こ
ろ
、
ま
た
は
元
町
三
丁
目

の
本
通
か
ら
中
突
堤
方
向
へ
三
、
四
軒
目
ど
ち
ら
か
を
借

さ
ん
の
み
や

り
る
こ
と
に
し
て
い
た
。
店
の
名
前
も
前
者
な
ら
「
一
一
一
飲

屋
」
と
決
め
て
い
た
。
そ
れ
が
、
定
年
の
三
カ
月
ま
え
、

次
男
の
大
交
通
事
故
で
オ
ジ
ャ
ン
に
な
っ
た
。

い
ま
私
は
東
京
で
隔
月
の
ワ
イ
ン
会
を
ひ
と
り
で
す
べ

て
と
り
し
き
っ
て
い
る
。
店
を
持
て
な
か
っ
た
私
が
、
こ
の

日
だ
け
は
こ
の
店
の
オ
ー
ナ
ー
の
つ
も
り
で
み
な
さ
ん
に

接
し
た
い
。
そ
ん
な
願
い
で
毎
回
レ
ス
ト
ラ
ン
を
変
え
、

フ
ル
コ
ー
ス
で
ワ
イ
ン
を
七
、
八
種
類
し
っ
か
り
飲
ん
で

オ
シ
ャ
ベ
リ
を
楽
し
む
。
三
日
間
で
各
回
六
○
人
、
計
一

八
○
人
が
い
つ
も
満
席
。
メ
ン
バ
ー
は
か
つ
て
神
戸
で
私

が
お
世
話
を
し
て
い
た
『
８
の
会
』
と
同
様
、
私
の
存
じ

よ
り
の
人
ば
か
り
、
年
齢
は
二
十
代
か
ら
七
十
代
ま
で
、

男
女
半
々
、
会
費
は
七
千
円
’
一
万
円
。
も
う
七
、
八
年

つ
づ
い
て
い
る
。
私
が
か
つ
て
神
戸
に
か
け
た
夢
は
、
い

ま
こ
ん
な
形
で
花
開
い
て
い
る
。
こ
ち
ら
に
い
る
限
り
つ

づ
け
た
い
。
神
戸
で
や
れ
て
た
ら
な
と
、
ど
き
ど
き
フ
シ

と
思
い
が
よ
ぎ
る
。

か
つ
て
神
戸
っ
子
に
随
筆
で
「
横
浜
好
き
、
神
戸
大
好

き
」
を
書
い
た
が
、
わ
が
母
な
る
神
戸
は
い
ま
も
私
の
な

か
に
強
く
、
や
さ
し
く
、
そ
し
て
暖
か
い
。

．
：
ｉ
Ｉ
：
．
…
…
爵

議蕊灘灘霧謹鍵鶴鍾蕊て
お
い
で
く
だ
さ
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
頃
か
ら
加
わ
っ

た
丸
本
明
子
さ
ん
、
和
田
英
子
さ
ん
ら
元
気
印
の
女
性
は

い
ま
も
同
人
詩
で
活
発
に
詩
作
し
て
い
る
。

『
航
海
表
』
は
昭
和
三
十
年
に
刊
行
を
や
め
、
そ
の
同
人

が
集
ま
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
今
春
、
神
戸
市
役
所
市

民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
「
竹
中
郁
と
神
戸
モ
ダ
ニ
ズ
ム
展
」
が
開

か
れ
た
の
を
機
会
に
、
四
十
年
ぶ
り
で
同
窓
会
を
や
っ
た
。

埼
玉
県
の
大
宮
か
ら
山
口
弥
生
、
寝
屋
川
か
ら
桜
井
政
雄

な
ど
二
十
名
ほ
ど
が
顔
を
見
せ
、
亡
き
大
江
昭
三
さ
ん
の

貞
子
夫
人
も
お
い
で
で
、
神
戸
の
懐
し
い
旧
友
に
会
え
た
。

私
は
サ
ン
ト
リ
ー
宣
伝
部
に
三
十
数
年
、
定
年
後
の
い

ま
も
デ
ス
ク
が
あ
っ
て
週
一
本
広
告
を
つ
く
っ
て
い
る

I f 蕊蕊E 蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊蕊
1 K 識蝋鱗繊灘鵜蕊識鍵鍵溌蕊蕊灘蕊灘淵

( 上）「竹中郁と神戸モダニズム展」で久しぶりに『航海表』のメンバーを始め旧友たちとの交流を深
めた。／( 右下) 竹中郁さんが創刊した児童詩誌『きりん』｡ 藤本さんも編集部員として勤めていた。

P

綴
【
・
劇

認驚

八
藤
本
義
一
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
Ｖ

戦
後
、
こ
ど
も
の
詩
の
雑
誌
「
き
り
ん
」
編
集
部
、
神
戸
市

教
委
社
会
教
育
課
、
さ
く
ら
ク
レ
パ
ス
宣
伝
部
を
経
て

サ
ン
ト
リ
ー
宣
伝
部
で
ワ
イ
ン
相
談
室
長
を
兼
務
も
し

た
。
著
者
に
「
定
本
洋
酒
伝
来
」
『
ワ
イ
ン
と
洋
酒
の
こ
ぼ

れ
話
」
な
ど
。
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
委
員
、
日
閲
学
会
会
員
。

１
３７
１
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蝋繍繍職卿噸

〒６５Ｏ神戸市中央区浪花町５９朝日ビル１２Ｆ
画（0 7 8）3 3 2 - 2 6 1 2

､ 噴匡客

ム . 一ズ＆フルーツ

貸ギャラリー予約受付中！

3８ギャラリー縁

洋画、日本画から趣味の手工芸品まで、
あらゆるジャンルのアートを展示致します。

鎌頴& 鰯3

⑳

個展からサークル展、グループ展等、幅広くご利用下さい。

画開館時間Ａ, Ｍ､ １０：００～Ｐ. Ｍ、６：００水曜休

ゆったりと語り合う昼下がり。優しいムースで
ちょっとおしやれな「オアシス･ タイム｣ 。Ｉ鍵鱗

０
０
０
０
０
０，，
２
３
審
￥

詳しいお問い合わせ
案内書送呈は下記まで。

◆６日間／1 0 万円

☆７／1 8 ( 月) ～2 9 （金）
「私の一点」展
一般公募展出展作品募集受付中 ８個入り

1 2 個入り

北欧の銘栗

禦Ｚ一八s仏. . 刀ｪ 外
本社〒6 5 1 - 2 1 神戸市西区北別府2 - 1 - 2

TEL.(078)974-9756ＦＡＸ(078)974-9758
大阪営業所〒5 5 8 大阪市住吉区苅田町7 丁目1 2 - 1 9

TEL.(06)697-9435Ｆ；AX(06)697-4188
画京・名古屋・大賑・神戸

●壁面3 6 ｍ／床面積約9 ０，２
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る
・
ひ
な
た
の
、
そ
れ
も
余
り
足
の
長
く

な
い
私
な
ど
の
体
の
回
り
の
気
温
は
、

夏
の
真
昼
の
エ
ジ
プ
ト
や
メ
ソ
ポ
タ
ミ

ア
で
は
六
十
度
を
超
え
て
し
ま
う
。

こ
の
日
本
で
は
六
、
七
十
度
と
い
う

気
温
は
想
像
を
越
え
て
い
る
が
、
身
近

な
例
で
考
え
て
み
よ
う
。
日
本
人
は
、

世
界
で
最
も
熱
い
お
風
呂
に
入
る
民
族

だ
と
い
わ
れ
る
が
、
そ
の
風
呂
の
温
度

も
二
十
九
度
か
ら
四
十
一
度
く
ら
い
な

も
の
で
あ
る
。
六
、
七
十
度
気
温
の
す

さ
ま
じ
さ
を
解
っ
て
い
た
だ
け
る
と
思

う
。
四
十
一
、
二
度
の
風
呂
に
入
っ
て
、

水
を
足
さ
ず
に
江
戸
っ
子
の
よ
う
に
我

慢
す
る
と
し
た
ら
、
で
き
る
だ
け
湯
を

動
か
さ
ず
に
じ
い
つ
と
耐
え
て
い
る
こ

と
だ
ろ
う
。
湯
を
か
き
混
ぜ
た
り
す
る

と
大
変
だ
。
空
気
の
温
度
が
そ
れ
よ
り

二
十
度
も
高
い
と
い
う
こ
と
は
、
空
気

を
か
き
混
ぜ
た
り
し
た
ら
、
大
変
な
こ

と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
暑
い
時
こ
そ

熱
風
が
当
た
る
の
を
防
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
地
方
で
は
、
窓
を
閉
め
、
長
袖
を

着
て
、
日
差
し
が
弱
ま
る
の
を
待
つ
の

で
あ
る
。
夏
の
バ
グ
ダ
ー
ド
で
タ
ク
シ

ー
に
乗
っ
て
窓
な
ど
開
け
よ
う
も
の
な

ら
、
美
容
院
の
大
き
な
ド
ラ
イ
ヤ
ー
に

桜
の
季
節
が
過
ぎ
て
若
葉
の
美
し
い

季
節
だ
が
、
暑
が
り
の
私
は
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
イ
ー
ク
の
こ
ろ
か
ら
十
一
月
の
半

ば
ま
で
半
袖
シ
ャ
ツ
を
着
て
、
家
で
は

シ
ョ
ー
ト
パ
ン
ッ
で
過
ご
し
て
し
ま
う
。

暑
い
時
に
は
袖
無
し
を
着
て
シ
ョ
ー

ト
パ
ン
ッ
で
足
を
出
し
、
窓
を
開
け
放

っ
た
り
団
扇
で
扇
い
で
風
を
入
れ
る
。

日
本
で
は
無
意
識
に
、
暑
い
時
に
は
こ

う
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
暑
い
時

こ
そ
、
頭
の
て
つ
ぺ
ん
か
ら
つ
ま
先
ま

で
す
っ
ぽ
り
衣
服
を
ま
と
い
、
窓
締
め

切
っ
て
風
に
当
た
る
の
を
防
が
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
こ
の
暑

さ
に
つ
い
て
も
地
域
地
域
で
人
間
の
文

化
は
さ
ま
ざ
ま
な
の
で
あ
る
。

私
が
体
験
し
た
一
番
暑
か
っ
た
気
温

は
、
摂
氏
七
十
度
で
あ
っ
た
。
決
し
て

室
（
む
ろ
）
の
中
で
も
か
ま
ど
の
そ
ば

で
も
な
い
。
湾
岸
戦
争
で
知
ら
れ
た
イ

ラ
ク
の
首
都
バ
グ
ダ
ー
ド
の
近
く
に
あ

る
最
古
の
都
市
遺
跡
の
ひ
と
つ
バ
ビ
ロ

ン
で
、
戸
外
を
私
が
歩
い
て
い
た
時
の

気
温
で
あ
る
。
公
的
な
最
高
気
温
は
ア

ラ
ビ
ア
な
ど
で
も
摂
氏
五
十
度
く
ら
い

だ
が
、
そ
れ
は
百
葉
箱
の
中
、
地
上
一

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
日
陰
の
温
度
で
あ

八
そ
の
皿
Ｖ

常
識
も
世
界
で
は
さ
ま
ざ
ま
（
２
）

ｌ
暑
い
時
こ
そ
長
袖
を
着
る
人
々
ｌ

田
辺
虞
人
八
園
田
学
園
女
子
大
学
短
大
部
助
教
授
Ｖ

雨

顔
を
突
っ
込
ん
で
で
も
い
る
よ
う
に
、

髪
の
毛
は
ぱ
さ
ぱ
さ
に
な
り
息
は
絶
え

絶
え
に
な
る
の
で
あ
る
。
雨
の
多
い
日

本
で
は
、
家
の
役
割
は
「
雨
露
を
し
の

ぐ
」
こ
と
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
乾
燥
し

た
暑
い
地
方
で
は
、
雨
が
降
っ
た
ら
大

歓
迎
で
、
む
し
ろ
家
は
熱
風
を
防
が
ね

ば
な
ら
ず
、
窓
の
小
さ
い
壁
の
厚
い
日

干
し
煉
瓦
の
作
り
な
の
で
あ
る
。

家
と
い
う
と
、
私
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
に
住
み
始
め
た
こ
ろ
、
お
も
し
ろ

い
経
験
を
し
た
。
北
向
き
の
快
適
な
家

を
買
っ
た
こ
と
を
神
戸
の
母
親
に
知
ら

せ
た
と
こ
ろ
、
す
ぐ
に
二
用
向
き
の
方

が
い
い
と
思
う
が
」
と
い
う
返
信
が
届

い
た
。
北
半
球
の
日
本
で
は
北
は
暗
く

寒
い
マ
イ
ナ
ス
の
イ
メ
ー
ジ
だ
が
、
南

半
球
に
あ
る
そ
の
国
で
は
北
は
明
る
く

暖
か
く
、
人
々
は
北
向
き
の
斜
面
に
北

向
き
の
家
を
建
て
る
の
で
あ
る
。
暑
さ

に
対
す
る
反
応
の
し
方
も
、
北
や
南
の

イ
メ
ー
ジ
も
、
日
本
の
常
識
が
い
つ
も

世
界
の
常
識
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

も
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